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「
永
代
経
法
要
」

五
月
三
日
（
土
）

憲
法
記
念
日

近
年
、
八
月
の
盂
蘭
盆
会
法
要
期
間
が
猛
暑
で
、
参

拝
の
道
中
が
危
険
な
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
永
代
経
法
要
は
、
穏
や
か
な
季
節
。
年
々
、

お
盆
参
拝
か
ら
、
こ
の
法
要
に
変
更
さ
れ
る
方
々
が

増
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
御
高
齢
の
方
は
変
更
を
お

勧
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

第
①
法
要

午
前
九
時
三
〇
分
始
経

第
②
法
要

午
前
十
一
時
始
経

参
拝
申
込
者
が
多
数
の
場
合
、
第
③
法
要
を
増
設
し
ま
す
。

第
③
法
要

午
後
一
時
始
経

法
要
の
流
れ
・
・
・
所
要
時
間
約
四
十
分

一
、
参
拝
受
付
、
十
五
分
前

二
，
納
骨
者
は
、
骨
箱
を
本
堂
へ
お
飾
り
下
さ
い
。

三
、
読
経

「
仏
説
無
量
寿
経
」

＊
お
経
は
、
年
忌
法
要
に
読
む
お
経
で
す
。

四
、
読
経
中
に
焼
香

五
、
参
拝
後
は
、
鶴
舞
公
園
散
歩
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

薔
薇
が
綺
麗
か
も
・
・
・

令
和
七
年
度

浄
恩
寺
法
要
予
定

令
和
七
年
の
年
間
法
要
予
定
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

年
々
、
参
拝
者
数
が
増
え
て
お
り
、
た
い
へ
ん
喜
ん
で

お
り
ま
す
。
安
全
で
お
く
つ
ろ
ぎ
い
た
だ
け
る
よ
う
計
画

し
ま
す
の
で
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
参
拝
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

合
掌

「
盂
蘭
盆
会
法
要
」

合
同
法
要
の
日
程

①
八
月
九
日
（
土
）

②
八
月
十
日
（
日
）

③
八
月
十
一
日
（
月
）

④
八
月
十
二
日
（
火
）

八
月
十
三
日
～
十
五
日
は
、
初
盆
法
要
、
本
堂
家

族
法
要
を
承
る
予
定
で
す
。

詳
細
日
程
は
六
月
に
書
面
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
ご
参
拝
下
さ
い
。

九
時
、
十
時
、

十
一
時
、
十
三
時
、

各
時
間
で
お
勤
め

予
定
で
す
。

「
報
恩
講
法
要
」

十
一
月
二
十
三
日
（
土
）
十
時

勤
労
感
謝
の
日

今
年
も
、
午
前
の
み
の
法
要
を
お
勤
め
し
ま
す
。

「ふくちゃん ７歳になりました。」

SNS.Facebook
で見つけた画
像←です。
「当たり前」
は「ありがと
う」を打ち消
す言葉であり、
誰かの支え、
奇跡の縁に気
づいた感動の
表現が「あり
が と う 」。 素

直に言えるよう心がけたいものです。








